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　５月25日、広野町公民館でふくしま広野未来創造リサー

チセンター開所式が行われました。

　同センターは、早稲田大学が世界のモデルとなる持続可

能な地域再生のあり方を地域住民とともに研究する機関で

す。

　開所式では、松岡センター長と遠藤町長がそれぞれ基調

講演を行いました。また、専門家によるパネルディスカッ

ション、住民によるセンターへの期待などを発表しました。

ふくしま広野未来創造
リサーチセンター開所式

↑松岡センター長による講演

　５月27日、広野町公民館で広野町町営学習塾の開講式が

行われました。

　昨年度に引き続き学生団体「ＡＡＯ」が毎月２回、長期

休暇を利用して広野中学校生徒に学習支援を行います。

　開講式後、早速学習支援が始まり、生徒たちは真剣な面

持ちで学習に取り組んでいました。

町営学習塾開講式

↑開講式の様子

　５月28日、町内の３河川（浅見川、北迫川、折木川）で

クリーンアップ作戦を実施しました。

　浅見川では、朝８時から防災緑地駐車場から国道６号線

に向かって川岸を上っていきながら、ごみを拾っていきま

した。

　天候にも恵まれ、多くの参加者が集い、河川敷のごみ拾

いに汗を流しました。

クリーンアップ作戦を実施

↑浅見川でゴミ拾いをする参加者

　６月１日、町とひろのプログレス合同会社は、広野駅東

側開発整備事業区域内にホテルを整備し、町の宿泊環境を

整えるための連携・協力に関する基本協定を締結しました。

　基本協定では、地元企業との連携により地域経済に寄与

することや雇用創出を促進するため地元出身者を正規職員

として雇用することなどが盛り込まれました。

ひろのプログレス合同会社と
協力協定を締結

↑高萩阿津志代表（左）と遠藤町長（右）

　６月８日、広野町消防団の秋田英博副団長と秋田尚志機

械係長が親子で消防団員として５年以上活動してきたこと

による功績が称えられ内堀福島県知事から表彰されたこと

を遠藤町長に報告しました。

　

　 

広野町消防団員秋田さん親子が
知事表彰を受賞

↑秋田尚志機械係長（左）と秋田英博副団長（中央）と遠藤町長（右）

　６月８日、広野町国民健康保険運営協議会の委員６人に

対し、委嘱状を交付しました。同協議会は、広野町国保の

健全な運営や被保険者の健康維持増進などについて取り組

んでいきます。 

　委嘱状交付式後には平成29年度第１回目となる国保運営

協議会が行われ、会長に米山正彦さん、副会長に鈴木由紀

夫さんがそれぞれ務めていただくことになりました。

広野町国民健康保険
運営協議会委員に委嘱状交付

↑遠藤町長（左）から委嘱状を受け取る委員

　５月29日、ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議が公益社団法人日

本河川協会より平成29年度河川功労者表彰を受賞し、町に

報告しました。

　平成23年より浅見川の自然環境や歴史・文化の地域資源

を次世代に継承するため、ホタル鑑賞会や河川清掃を行っ

たほか、原子力災害による放射性物質の汚染状況調査を実

施するなど、河川環境の保全や活用に関する活動に貢献し

たことが評価されました。

浅見川ゆめ会議河川協会表彰

↑遠藤町長（左）と鈴木正範理事長

　５月24日、静岡県伊東市と友好都市提携調印式が行われ

ました。

　伊東市の佃市長が来庁し、友好都市提携書に遠藤町長と

それぞれ署名しました。

　震災後、伊東市は災害時の相互応援協定を締結するとと

もに、市職員の派遣や支援物資の提供など、広野町の震災

復興に多大なるご尽力をいただきました。

　今後も、幅広い分野で地域間交流を行っていきます。

伊東市と友好都市を提携

↑佃伊東市長（左）と遠藤町長（右）


